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2
月
28
日
に
大
規
模
な
Ｊ

Ａ
Ｌ
社
前
要
請
行
動
が
取
組

ま
れ
た
。
昨
年
11
月
4
日
に

続
く
も
の
。
開
会
は
松
平
さ

ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
よ
り

御
巣
鷹
山
事
故
で
な
く
な
っ

た
九
ち
ゃ
ん
の
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
が
響
い
た
。

集
会
は
共
闘
会
議
か
ら
金

澤
全
労
協
議
長
が
「
全
国
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｌ
を
包
囲
し
て
い
こ

う
」
と
開
会
挨
拶
。
次
い
で

全
労
連
野
村
副
議
長
が
、

「
会
社
は
3
月
に
も
解
決
す

る
よ
う
交
渉
の
席
に
つ
け
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
真
摯
な
交
渉
を
求

め
て
い
る
、
世
界
に
冠
た
る

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
し
て
安
全
を
第
一

に
争
議
を
解
決
す
べ
き
、
全

労
連
は
5
月
の
全
国
で
の
取

組
を
準
備
す
る
」
と
挨
拶
。

東
京
清
掃
中
里
副
委
員
長
は

「
清
掃
業
務
は
住
民
の
安
全

安
心
を
守
る
仕
事
だ
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
は
ま
さ
に
安
全
が
第
一
、
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労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
企
業
は
成
り
立
っ
て
い
る
、

利
益
か
安
全
か
を
考
え
よ
、

労
働
者
の
経
験
ノ
ウ
ハ
ウ
を

引
き
継
ぐ
べ
き
、
解
決
ま
で

共
に
闘
う
」
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。統

一
交
渉
の
当
事
者
で
あ

る
乗
員
組
合
野
村
書
記
長
は
、

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
統
一
要
求
を
評

価
し
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
交
渉
を
し
な

い
対
応
は
わ
か
り
に
く
い
、

ア
シ
ス
タ
ン
ス
を
含
む
要
請

書
は
正
式
な
追
加
情
報
と
し

て
受
理
さ
れ
た
。
現
場
は
人

が
足
り
な
い
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
体

の
み
で
１
８
０
名
も
の
乗
員

が
退
職
し
た
が
、
異
常
な
解

雇
が
原
因
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
働

く
誇
り
を
奪
っ
て
い
る
。
解

雇
争
議
の
解
決
は
未
来
の
職

場
の
た
め
の
要
求
で
あ
り
、

解
決
に
向
け
て
闘
う
」
と
決

意
表
明
。
次
い
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の

古
川
委
員
長
が
「
春
闘
団
交

で
も
会
社
は
統
一
交
渉
は
必

要
性
を
見
い
だ
せ
な
い
と
い

う
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
統
一

交
渉
を
求
め
る
署
名
や
ひ
と

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
の
利
用
者

の
思
い
を
受
け
止
め
よ
と
主

張
、
職
場
で
は
別
組
合
員
が

改
悪
の
新
勤
務
を
行
っ
て
い

る
が
体
調
不
調
者
が
続
出
、

こ
れ
で
は
殺
さ
れ
る
、
辞
め

る
し
か
な
い
と
い
う
悲
鳴
が

Ｃ
Ｃ
Ｕ
に
届
い
て
い
る
、
保

安
業
務
が
全
う
で
き
る
職
場

が
必
要
、
解
決
こ
そ
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
安
全
と
健
全
な
発
展
に
つ

な
が
る
」
と
決
意
表
明
。

160本ののぼり旗が旗めき、｢会社は解決に向け統一交渉に応じよ！｣の声が響いた
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2
月
16
日
、
東
京
・
文

京
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
２
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
を
迎
え
て
国
民
支

援
共
闘
会
議
の
第
7
回
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津

恵
事

務
局

長
か

ら

「
運
動
の
到
達
点
と
今
後

の
方
針
」
が
提
起
さ
れ
た

後
、
京
都
、
釧
路
、
名
古

屋
、
大
田
区
な
ど
か
ら
参

加
し
た
支
援
者
か
ら
、
様
々

な
報
告
や
意
見
そ
し
て
決

意
が
述
べ
ら
れ
、
満
場
一

致
の
拍
手
で
議
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、

各
地
の
支
援
団
体
の
代
表
者

30
名
が
集
ま
り
、
意
見
交
換

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見

交
換
会
で
は
、
「
三
労
組
の

合
同
団
交
拒
否
に
対
し
て
は

早
急
な
労
働
委
員
会
へ
の
申

し
立
て
が
必
要
で
は
な
い
か
。
」

「
法
令
違
反
（
不
当
労
働
行

為
）
を
し
た
会
社
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
あ
や

ま
る
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と

し
な
い
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
東

最
後
は
両
原
告
団
長
か

ら
決
意
表
明
。
山
口
さ
ん

は
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
首
切
り
時

の
人
員
も
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
整
理

解
雇
で
勝
っ
た
が
管
財
人

に
よ
る
不
当
労
働
行
為
確

定
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
で
メ

ダ
ル
は
く
奪
の
立
場
だ
、

勝
つ
ま
で
闘
う
」
、
内
田

さ
ん
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
活
動
を
紹

介
し
「
こ
の
ま
ま
で
は
Ｊ

Ａ
Ｌ
は
国
際
的
に
信
用
を

損
な
う
、
職
場
の
組
合
員

と
結
び
つ
き
を
深
め
て
闘

う
」
と
力
強
く
表
明
し
た
。

こ
の
間
要
請
団
が
要
請
書

を
持
参
し
申
し
入
れ
を
行
っ

た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
相
変
わ

ら
ず
の
対
応
だ
っ
た
。

本
集
会
に
は
翌
日
の
春

闘
行
動
で
結
集
し
て
い
る

国
労
の
各
地
の
旗
な
ど
１

６
０
本
の
の
ぼ
り
旗
が
林

立
し
、
７
百
名
近
く
の
結

集
で
解
決
を
求
め
る
強
い

意
志
が
感
じ
ら
れ
た
集
会

と
な
っ
た
。
（
柚
木
）

座り込み行動に４００名の参加！

３月９・10・13・14日11時～14時、JAL本社前スカイウオーク

において座り込み行動が行われました。春闘真っ最中、かなり

冷え込む天気の中にも拘わらず、多くの支援者が参加してくだ

さり、４日間で約４００名の参加者で座り込み行動を成功させ

ることができました。

JALでもこの間、春闘の団交が行われましたが、会社は解決に

向けての話し合いに応じる考えはないとする不当な対応を続け

ており、支援の方々は皆、「早期に話あいを行え！」とJALに対

して声を大に訴えました。

４月５日には11時～13時

に有楽町JALプラザ前、６

日には同時刻に国会前（衆

議員第二会館前または参議

員会館前）で座り込み行動

が行われます。ご参加をお

願いいたします。

株主総会に行こう！
JALの株券をお持ちの方（株

主）はいらっしゃいませんか？

株主総会に出席すると、社長

に意見や質問をすることがで

きます！（ただし指名されれ

ばですが）。

通常６月に株主総会は行わ

れますが、あなたも株主総会

に行って、「争議を解決する

ように」社長に訴えてくださ

いませんか？総会前には意見

交換や打ち合わせを行います

ので、株主の方は、支える会

まで是非ご連絡ください。

（総会に出るためには３月28

日までに株を取得しているこ

とが必要です。）

京
都
に
申
し
入
れ
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
へ
の
制
裁
や
解
決
へ
の

指
導
を
促
し
て
は
ど
う
か
」

「
記
者
会
見
を
も
っ
と
活

用
す
べ
き
、
記
者
へ
の
情

報
提
供
も
頻
繁
に
し
た
ら

ど
う
か
」
な
ど
な
ど
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ご
意
見
に
従
い
国
土
交

通
省
要
請
行
動
時
に
各
新

聞
記
者
に
要
請
文
を
入
れ

さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

早
速
日
経
新
聞
か
ら
取
材

申
し
入
れ
が
あ
り
、
最
近

の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

更
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
新

た
な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆
「
整
理
解
雇
に
至
る
過

程
で
会
社
か
ら
不
当
労

働
行
為
が
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
最
高
裁
決
定

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
87
号
条
約
、

98
号
条
約
違
反
と
い
う

Ｉ
Ｌ
Ｏ
中
核
条
約
に
抵

触
し
て
い
る
。
」

◆
「
厚
生
労
働
省
の
み
な

ら
ず
、
直
接
の
監
督
官

庁
で
あ
る
国
土
交
通
大

臣
に
解
決
の
要
請
を
行

う
こ
と
も
重
要
で
す
。
」

◆
「
会
社
に
様
々
な
形
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
掛
け

つ
づ
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
、
い
つ
会
社
が
回

答
す
る
か
判
ら
な
い
状

況
だ
。
」

ま
た
、
新
た
に
提
出
し

た
「
要
望
書
」
で
は
初

め
て
結
社
の
自
由
委
員

会
宛
て
に
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア

シ
ス
タ
ン
ス
』
を
要
請

し
、

Ｉ
Ｌ

Ｏ
が

こ
の

統
一
要
求
と
変
更
し
て
被

解
雇
者
の
み
な
ら
ず
希
望

退
職
者
も
要
求
に
ふ
く
め

た
こ
と
で
、
会
社
も
解
決

に
向
け
取
り
組
み
や
す
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
」

◆
「
『
統
一
要
求
』
が
被
解

雇
者
の
職
場
復
帰
に
加
え

て
、
希
望
退
職
者
、
特
別

退
職
者
へ
の
再
雇
用
が
要

求
に
入
っ
た
こ
と
は
、
要

求
の
幅
が
広
が
っ
て
お
り
、

会
社
が
回
答
す
る
事
に
向

け
て
よ
い
こ
と
だ
」

◆
「
『
統
一
要
求
』
が
出
さ

れ
、
会
社
に
と
っ
て
こ
れ

だ
け
回
答
し
や
す
い
状
況

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
向
に
歩
み
寄
り
を
見
せ

な
い
Ｊ
Ａ
Ｌ
経
営
の
硬
直

し
た
姿
勢
は
判
り
づ
ら
い

状
況
だ
。
」

こ
れ
ら
の
統
一
要
求
に

対
す
る
評
価
は
、
私
た
ち

の
運
動
の
方
向
性
が
正
し

か
っ
た
事
を
再
確
認
す
る

２
０
１
７
年
1
月
28
日

か
ら
4
日
間
、
乗
員
組
合

と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
代
表
は
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
の

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

訪
問
で
は
日
本
航
空
の

解
雇
問
題
の
現
在
置
か
れ

て
い
る
最
新
の
状
況
を
関

係
各
部
署
に
直
接
訴
え
、

最
終
的
に
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
シ

ス
タ
ン
ス
』
の
実
施
を
直

接
要
請
し
ま
し
た
。
更
に

は
既
に
提
出
し
て
い
る

「
追
加
情
報
」
（
16
年
10

月
19
日
付
）
及
び
「
要
望

書
」
（
17
年
1
月
30
日
付
）

の
中
で
年
末
交
渉
も
含
め

た
最
新
の
交
渉
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

「
追
加
情
報
」
の
中
で

三
労
組
の
「
統
一
要
求
」

に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
高

官
か
ら
は
高
い
評
価
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
要
求
を
撤
回
か
ら
解

雇
問
題
解
決
、
さ
ら
に

倉町さんの職場復帰を！

パイロットの倉町さんは緊急脱出訓練で負傷し、休職を余儀なくされ、

地上職への職種変更が必要になりました。職種変更手続きは2008年10月に

は開始されていました。しかし2009年2月の面談を最後に、会社は手続きを

約2年間も放置し、当時既に労災と認められていた負傷が原因にもかかわら

ず、倉町さんを整理解雇の対象者としました。

労災認定期間を争った裁判の勝訴（2017年１月25日の高裁判決が被告が

上告しなかったために確定）により、裁判前は2007年7月20日までであった

労災認定期間は、2009年2月3日まで延長されました。つまり労災認定期間

中に始まった職種変更手続きを、会社は約2年間も放置し続け、私傷病の扱

いで倉町さんを解雇したのです。整理解雇の前には100名を超える運航乗務

員が、地上職へ職種を変更していました。そもそも職種変更さえ済んでい

れば、倉町さんは整理解雇の対象者ではありませんでした。

現在パイロットとして働けるまでに回復し航空身体検査に合格しました。

JALはすぐにパイロットとして職場復帰させるべきです！皆さまのご支援お

願いします。

「
要
望
書
」
を
正
式
な
追
加

情
報
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
を
表
明
し
た
事
は
、
今
後

の
私
た
ち
の
運
動
に
向
か
っ

て
大
い
に
期
待
を
持
て
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
航
空

乗
員
組
合
副
委
員
長

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回

パ
イ
ロ
ッ
ト
原
告
団
副
団
長

飯
田

祐
三
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解
雇
撤
回
争
議
が
７
年

目
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ

Ｌ
解
雇
撤
回
に
向
け
た
支

援
共
闘
会
議
や
支
え
る
会

な
ど
全
国
で
29
も
の
組
織

を
立
ち
上
げ
て
頂
き
、
力

強
い
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

日
本
航
空
で
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務
員
だ

け
で
な
く
、
整
備
士
や
下

請
け
の
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
の
職
場
で
も
人
員

が
不
足
し
て
お
り
、
特
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務

員
の
離
職
・
他
社
へ
の
流

失
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、

安
全
を
危
惧
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
客
室
乗
務
員
の
職

場
で
は
、
「
乗
務
中
に
体

調
不
良
で
酸
素
吸
入
を
し

で
は
「
日
本
航

空

の

よ

う

に

（
解
雇
に
）
な

り
た
く
な
け
れ

ば
我
慢
し
ろ
」

と
い
う
状
況
な

ど
も
あ
り
、
他

の
労
働
者
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
闘
い
は
、
全
国
の

労
働
組
合
・
労
働
者
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
団
体
や

民
主
団
体
、
法
曹
界
や
国

会
議
員
・
政
党
に
ま
で
幅

広
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

航
空
連
と
し
て
こ
の
広

範
な
力
を
受
け
、
日
本
航

空
の
安
全
と
安
心
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、
「
３
労

組
統
一
要
求
」
を
掲
げ
、

争
議
の
全
面
解
決
に
向
け

て
全
力
で
闘
う
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

航
空
労
組
連
絡
会

事
務
局
次
長

竹
島
昌
弘

た
」
「
出
発
前
に
体
調
不
良

で
出
発
が
30
分
遅
れ
た
」

「
海
外
で
の
体
調
不
良
に
よ

り
乗
務
が
で
き
な
か
っ
た
」

「
出
発
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
胸
が
苦
し
く
乗
務
で
き
な

か
っ
た
」
な
ど
の
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

過
去
、
日
本
航
空
で
は
、

労
務
対
策
に
よ
っ
て
「
も
の

言
え
ぬ
職
場
」
と
な
り
、
連

続
事
故
に
よ
っ
て
尊
い
命
が

数
多
く
失
わ
れ
ま
し
た
。
現

在
も
、
職
場
で
は
自
由
に
も

の
が
言
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
航
空
の
解
雇
は

ま
さ
に
航
空
の
労
働
運
動
に

対
す
る
攻
撃
で
、
被
解
雇
者

に
は
航
空
３
団
体
（
日
本
乗

員
組
合
連
絡
会
議
、
航
空
安

全
推
進
連
絡
会
議
、
航
空
労

組
連
絡
会
）
の
当
時
の
議
長

３
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
外
国
航
空
会
社

３
月
18
日
、
京
都
市
内
で

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
京

都
が
呼
び
か
け
、
17
春
闘
勝

利
京
都
総
決
起
集
会
が
開
か

れ
た
。
「
一
人
職
場
で
も
可

能
な
限
り
要
求
を
提
出
し
、

会
社
と
交
渉
し
よ
う
。
労
働

運
動
の
中
心
的
な
闘
い
は
、

戦
争
と
貧
困
と
闘
う
こ
と
」

な
ど
の
主
催
者
の
春
闘
情
勢

提
起
の
後
、
若
狭
の
原
発
を

考
え
る
会
か
ら
昨
年
３
月
９

日
の
大
津
地
裁
仮
処
分
で
運

転
停
止
中
の
高
浜
原
発
３
・

４
号
機
を
め
ぐ
る
情
勢
が
報

告
さ
れ
、
３
月
中
に
大
阪
高

裁
抗
告
審
が
出
る
可
能
性
大

な
の
で
（
そ
の
後
３
月
28
日

に
決
定
）
、
現
地
と
関
電
本

店
へ
の
大
行
動
を
展
開
し
よ
う

と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

福
知
山
射
撃
場
の
米
軍
使
用

や
高
圧
線
引
き
込
み
に
よ
る
電

磁
波
被
害
が
予
測
さ
れ
る
京
丹

後
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
米
軍
基

地
問
題
で
、
月
２
回
の
現
地
訪

問
・
京
都
市
内
で
も
毎
月
２
回

続
け
ら
れ
て
い
る
「
ま
ち
な
か

ビ
ラ
」
の
取
組
み
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
客
乗
原
告
団
か
ら
不
当
労
働

行
為
の
最
高
裁
勝
利
決
定
を
受

け
、
「
こ
の
１
年
で
の
勝
利
解

決
の
た
め
闘
い
の
強
化
」
の
決

意
表
明
、
多
く
の
地
元
の
争
議

支
援
報
告
と
各
単
組
の
春
闘
状

況
報
告
が
な
さ
れ
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
「
春
闘

勝
利
、
賃
金
上
げ
ろ
、
戦
争
反

対
、
安
倍
は
や
め
ろ
」
と
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
、
３

連
休
の
世
界
中
の
観
光
客
で
あ

ふ
れ
か
え
る
都
大
路
を
デ
モ
行

進
し
た
。
稲
盛
和
夫
名
誉
顧
問

の
責
任
を
問
う
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団

の
マ
イ
ク
で
の
訴
え
、
色
と
り

ど
り
の
旗
・
ノ
ボ
リ
が
ス
マ
ホ

撮
影
で
世
界
中
に
拡
散
さ
れ
た
。

（
京
都
発
）


